
 

       
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和５年度第15号 
令和５年12月18日発行 
富士東高校情報交換ひろば 

令和５年も残すところ２週間あまりとなりました。しののめ探究は、最終報告に向けた進展の過程にあり 

ます。今回は１、２年生それぞれ一人ずつのワークシートを取り上げ、現在地を紹介します。 

【２年生】「つながるシート」で調査の計画 

２年生のグループ探究は、11のゼミに分かれ、

さらに数人単位のユニットを編成しています。

中間発表後は、修学旅行を挟み、さらに探究を深

めるための実地調査等を行います。12月12日の

しののめ探究では、各期グループで「つながるシ

ート」を作成しました。 

 ▶「つながるシート」Ｅさんの場合 

 ①芸術・文化・文学 ②教育学・心理 

③歴史学・哲学・人類学 ④社会・経済   

⑤政治・政策・まちづくり ⑥国際・語学  

⑦生物・農学・栄養 ⑧ものづくり・情報・数学 

⑨地球・災害・宇宙 ⑩医療・看護 ⑪スポーツ 

ゼミ 

テーマ「歴史」 

解決したい「問い」 

「富士市の寺社仏閣と

地域の歴史の関係はど

のようなものか？」 

 

探究の動機 

３人の歴史グループで

探究しています。もとも

と地元に関連したこと

を考えようとしていま

した。自分たちの身近に

ある、地域に根ざした文

化を知りたいです。あま

り大きいと漠然として

しまうので、寺社仏閣に

絞ることにしました。 

今後の見通し 

歴史民俗資料館では、展

示を見たり、職員の方に

インタビューをしたり

して、どのような文化が

残っているのか情報を

収集します。中間発表で

は準備不足で迷走して

しまい、満足のいくもの

になりませんでした。ア

ンケートやデータ、表を

活用して、視覚的にもわ

かりやすく伝えること

が大切だと思います。情

報が足りない部分もあ

ったので、次の発表まで

にしっかりまとめられ

るようにしたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１年生】探究計画書で見通しをもつ 

 

「しののめ探究ハンドブック」 

このほど、富士東高校オリジ

ナル「しののめ探究ハンドブッ

ク」を刊行しました。これまで

の探究の歩みを系統的に一冊に

まとめ、自ら学びを深めていく

ための道しるべとして、「これさ

えあれば」を集めました。 

１、２年生の全員と、３年生の

進路決定者に配布しました。 

この一冊を片手にボロボロに

なるまで使い込み、富士東高生

が自らすすんで探究者となって

いくことを願っています！ 

 

１年生の個人探究は、個別の興味・関心に基づいて進めています。中間発表の前後で、「探究計画書」を完成しまし

た。静岡県立大学の学生アドバイザーさんからのアドバイス（以下、Ｆさんの場合は赤字部分）を踏まえて、いっそ

うのブラッシュアップを目指します。 

◀「探究計画書」Ｆさんの場合 

テーマ「言語」 

解決したい「問い」 

「日本語と英語ではどちら

のほうが難しいのか？」 

 

探究の動機 

日本人にとっては当たり前

ですが、日本語は文字だけで

も３種類あり、実質３か国語

だよねと友達と話したこと

があります。もともと英語が

好きで、夏休みに読んだ論文

から、英語と日本語との差異

について学び、もっと調べて

みたいと思いました。 

今後の見通し 

英語の先生やサラ先生への

インタビューを通して、仮説

を検証していきたいと思い

ます。探究を通して得られた

成果が、その先の英語の学習

などに生かしていけたらい

いなと考えています。 


